
○平成２1年度当初予算編成においては

　　　　　（単位：億円）

　　　　　　　※国交付金の活用により、「１５ヶ月予算」として予算額を確保
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平成２１年度当初予算における財政構造改革の取組概要

○基本的な状況
　　平成２０年１０月時点推計「財源不足額２７９億円」が、
　　・厳しい経済雇用情勢による「生活保護経費」、
　　・「後期高齢者医療費」などの「扶助費」が増大「６億円」
　　　→「２８５億円」に拡大
　

Ｈ２０．１０月推計 Ｈ２１

収
支
改
善

（収支改善策（一般財源ベース））
　・職員給与臨時的削減 　５０億円
　　 　（４０億円+人員削減１０億円）
　・公共事業※　 　　　　　　 ２４億円
　・政策その他経費　　　 　４１億円
　・その他の工夫　　　　　　９７億円
　　　　　計　　　　　   　　　２１２億円

○様々な収支改善策で、基本方針で２０６億円を目標としていたところ
 　一般財源２１２億円の圧縮を実施
○これにより、基金取崩額は、基本方針試算値「７３億円」を実現
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （当初編成後は、残高は５億円に）
○更に、年間を通じた経費節約の徹底等により、
　 平成２０年度２月補正にて、基金積戻しを実施（年度末残高目標２２億円以上）

　
　財政調整的基金で対応　７３億円
　

○県債残高は、１９、２０年度と２年連続で減少見込み
 　２１年度は経済環境の急激な悪化による税収減が「臨時財政対策債」等により
措置されたことにより、前年度末残高より、増加する可能性があるものの⑱年度か
らの減少傾向は堅持
　　18年度末残高　 ９，６１３億円　→　21年度末残高見込み　９，５００億円程度
○公債費は減少へ、　これまでの改革努力の成果が現れる
　　20年度　９１８億円 → 21年度　９１０億円

１　収支不足額の早期改善に向けた取組

２　公債費の抑制に向けた取組
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